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電気設備　特記仕様書

　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

階　　　　数
消防法施行令

別 表 第 一
備　　考

延 べ 面 積
構　造建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別
工　事　種　目

○ 静止形電源設備

○

○ 駐車場管制設備

○ 中央監視制御設備

○ 情報表示設備

○ テレビ電波障害防除設備

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

定調達品目「公共工事」の品目

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

（１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　本工事の建物内部に使用する機材は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

次の１）から５）を満たすものとする。

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　外のものを使用するが、該当する機材がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

し、監督職員に報告する。

　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定室内空気中の化学物質の

電源周波数

電気工作物の種類

電気保安技術者 　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工

作物の保安の業務を行うものとする。

電気工事士

工事用電力・水等 　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用

　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

監督員事務所

工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。

足場、さん橋類

グリーン購入法

○

工事写真・完成図

発生材の処理

残土処理

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

１）引渡しを要するもの

２）引渡しを要するもの以外

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

○

重要機器

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器

・　特定の施設

一般機器

・　一般の施設

地下・1階

耐震施工

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

設計用標準水平震度

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
１）設計用水平地震力

　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」

設置場所

呼び線

金属製電線管の塗装

電線本数、管路など

　下記の露出配管は塗装を行う。

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

蛍光灯器具

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監

発信機

表示灯

副受信機

警報ベル

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

機器収容箱

連動制御器（自動閉鎖）

復帰ボタン（　　  〃　　 ）

廊下表示灯（　　  〃　　 ）

　　　〃　　　（都市ガス）　

〃

〃

〃

〃

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

取付高さ

親時計

開閉器箱

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

アッテネータ

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　（多機能トイレ）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤､制御盤､実験盤

電磁開閉器用押しボタン

子時計､スピーカ

中間端子盤（EPS・電気室）

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

床上～中心

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

地上､床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～中心

〃

〃

〃

名　　　　称 測　　　点

施工図等の取扱い

施工調査 　・事前調査

　　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

　　調査範囲（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。

　　調査方法（　／　）図による。

　・非破壊調査等による埋設物の調査は（・要　・不要）とする。

仮設備 　仮設備項目（・受変電　　・発電　　　・　　　　　）

　仮設備期間（・図示　　　・　　　　　・　　　　　）

　養生範囲　（　／　）図による。

　養生方法　（　／　）図による。

記号 　仕　　　　　　様

電線類

○

○

○

該当する機材ホルムアルデヒドの放散量

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

1．共通仕様

2．特記仕様

1）項目は●印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

機材

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　13階以上の場合は上層4階とする。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

２）設計用鉛直地震力

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般）

コンセント（車庫）

ガス漏れ検知器（LPガス）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上）

取付高［mm］

養生１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

（m ）

（（注）延べ面積は建築基準法による表記）

非常用の照明装置の

照度測定箇所数

　遠方操作用押ボタンは、連用形とする。電磁開閉器用押しボタン

コンセント 　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

プレートの材質

○

地中線の埋設標

天井仕上げ表示

接地極　

　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

接　　地　　極接地の種類 記　　号 接地抵抗値

○

・ Ｅ 100Ω以下

・ Ｅ

　図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

　接地極の材料は下記による。

高圧避雷器

低圧避雷器

共同接地

共同接地

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

Ｄ種接地

雷保護用

交換機用

通信用

通信用

測定用

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

900

1,800

2,000

1,800

1,500

1,500

300

800～1,500

800～1,500

800～1,500

1,300

1,300

標準図による。

2,500

150

1,300

1,100

300

150

150

800

1,500

1,500

1,500

1,300

500

800

600

1,000

1,500

1,500

1,300

1,500以上

1,000以下

2,100

（上端1,900以下）

　　　て少ないものとする。

　　　が極めて少ないものとする。

　　させない材料使用

　　させない塗料使用

　　させない塗料等使用

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

は、請負者の負担とする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）
機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）
機器

防振支持の機器

水槽類 （※1）

蛍光灯の種類

直管形

電　圧

PHHf 形

一般形
電池内蔵形非常用照明器具及び誘導灯

防雨形器具、防湿形器具

コンパクト形

一般形

Hf 形 PN

EL

GH
（20形 ）

図面に記載のない場合

上記以外のもの

インバータ装置の

規約効率

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

電動機出力（kW）

インバータ効率（％）

0.4

85.0

0.75

87.0

1.5

88.5

2.2

89.5

3.7

90.0

5.5

90.5

7.5

91.0

11

91.5

15

92.0

18.5

92.5

22

93.0

30

93.5

37

94.0

45

94.5

　　　　　　（2）インバータ効率は、100％負荷時の値とする。

　　【備考】（1）インバータ装置の供給電圧は200V又は400Vクラスとする。

P32形　P45形

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

化学物質を放散させる機材

濃度測定

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

　　なお、範囲は監督員の指示によるものとし、費用は別途とする。

JCS 3501「小勢力回路用耐熱電線」

JCS 4506「低圧耐火ケーブル」

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・

・

るほか、監督職員の指示による。

Ⅰ．工事概要

Ⅱ．工事仕様

仕様書

・

2

A. D

A. C. D

A

B

C

D

LH

LL

LA

t

At

Dt 

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させ

　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。

　　　　　　  H16形　H24形　H32形　H42形

D18形　D27形

100V

100V

EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

EM－FP－C

EM－HP

JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用非シールドツイストペアケーブル」EM－UTP

EB（14φ）×3連－ 2組

　　  重要機器

　　  上層階の定義は次による。

　蛍光灯器具の安定器の種類、電圧は図面に記載のない場合は次による。

安定器の種類

100VGL

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、10φはW＝30、14φはW＝40としても

差し支えない。（雷保護用を除く。）

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

(天井高)×0.8

【備考】(天井高)×0.9及び(天井高)×0.8は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

(天井面)－200

　　測定対象室　　・　図示　　　　　・　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　・　

● 電灯設備

4．指定部分　　　・　無　　　・　有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●

●

　・　照明制御システム　　　・　変圧器

　・　50Hz　　・　60Hz

　・　事業用電気工作物　　・　一般用電気工作物

●

●

●

　・　要　　　・　不要

●

　・　設けない　　・　設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）●

●

　構内につくることが　　・　できる　　・　できない

　・　別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

　・　本工事で設置とする。

　・　改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.1.2によるほか下記による。

　・　内部仮設足場等（　・　　　種　・　　　種）

　・　外部仮設足場等（　・　　　種　・　　　種）

●

●

　・　完成図のCADデータの提出　　　・　要　　　・　不要

　・　既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

　・　有（　・　金属類　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　）

　・　構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

　・　有　（　・　蛍光ランプ　　　　　　　　　　   　 　　　 　　　　　　　）

　・　有　（ PCB使用機器 :   　　　　　　　　  　　　　　 　　　　　　　）

　・　現場説明書による。

　・　現場説明書による。

　・　埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。
●

●

　　・　配電盤　・　発電装置            ・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置

●

●

●

100V

100V

● 　フラッシプレート　　　・　金属製　　　・　樹脂製

●

●

EB（14φ）×3連－ 2組10Ω以下

10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

100Ω以下

・　EB（14φ）×  連－  組

・　EP-0.9×1枚
10Ω以下

●

● 　施工図等の提出　　　・　要　　　・　不要

計

○ 発電設備

○

●

　工事写真は、建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」によ

P・ＥC

○ 電熱設備

新設一式

● 受変電設備

備　　考

○ 雷保護設備

○ 映像・音響設備

　　・　交換機　・　自動火災報知受信機　・　中央監視装置　　　　　　　　　　　

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×2連－ 1組

〇 拡声設備　

〇 火災報知設備

〇 昇降設備

〇 融雪設備（電熱装置）

　・　屋外　　　　・　屋内

● 配線器具の種類 　大角型配線器具とし、スイッチはネーム付とする。

工事設計図
鶴岡市ごみ焼却施設外構整備　電気設備

鶴岡市宝田三丁目１３番６号

鶴岡市ごみ焼却施設（外構整備）

外　構 ごみ焼却施設

〇 動力設備

〇 構内情報通信網設備　（ＬＡＮ）

〇 構内交換設備

〇 誘導支援設備

〇 テレビ共聴設備

〇 防犯・入退室管理設備

● 監視カメラ設備

〇 構内配電線路

〇 構内通信線路

〇 

改修一式

新設一式 改修一式

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新年版）」（以下、「標準図」という。）による。

〇

〇

〇 　測定数　　箇所以上

〇

〇

　・　鉄製（　　箇所）　　・　コンクリート製（　　箇所）

〇

令和　５年　１０月（全５枚）
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鶴岡市ごみ焼却施設外構整備電気設備工事

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

３）  金属同士の接合部は同等の材質とし、異種金属との接触がある場合は電蝕による腐食対策を講じる事とする。



　

㈱ 新穂建築設計事務所
Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

令和 5 年 月 日
縮
　 

尺

検
図
製
図

特
　
記

付記 図面番号

1級建築士（151570）太　田　泰　司

鶴岡市本町1丁目8-17 TEL0235-24-1515

歩道

ポンプ

2,
50
0

13.800(土間)

φ
35
0

VU400

VU250

φ200

歩道

歩道

歩道

ＨＢ1-1

1,850

25
,0
00

6,790

7,000 9,655

7,
00

0
6,
76
0

13
,5
45

12,000

3,
14
9

CS
B管

φ
25
0

施設看板

[13.702(土間)]

資源回収 資源回収
倉庫 倉庫

KBM②

KBM①

A-1

A-1

A-1

A-1

A-1

A-1

A1=1:300
A3=1:600

可変側溝300×H400

可変側溝300×H400

可
変
側
溝

Ｂ
30
0×

Ｈ
50
0

可
変
側
溝
Ｂ
30
0×

Ｈ
50
0

可
変
側
溝
Ｂ
300×

H400

可変側溝Ｂ500×H600

ＨＢ2-1

ＨＢ1-2

ＨＢ1-1

ＨＢ2-2

A-1

HH

HH

タイマー段調光機能付、広角タイプ
光束１１８００ｌｍ、消費電力９８．３Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８５、光源寿命６万時間（光束維持率８０％）
本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）
パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）
落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ、耐風速６０ｍ／ｓ

　ＮＮＹ２４９３７ＬＦ９＋ＤＹＤＸ４０６６
＋ＤＹＤＸ２４０９Ｈ（相当品）

ＬＥＤスポットライト　水銀灯４００形相当Ａ－１

A-1

A-1

3.5

3.5

3.5

8

8

8

8

3.5

3.5

3.5

7,
35
0

8

8

8

既設外灯電灯盤

ハンドホール設置図 (参考図)

鉄ふた

ＧＬ

1,800

砕 石

H1-6
ハ ン ド ホ ー ル 　

R8K-60

1,
00
0

５００

ＧＬ

５
０

０

７
０

０

２
０

０

掘削土．埋戻し

標識シート

掘削良質土

（ＦＥＰ）電線管　

80
ＧＬ

30
0

（コンクリート製）

20

電力用は矢印赤色，
通信用は黄色とする

配管掘削図埋設表示杭

EM CE 8sq-2c　（FEP50既設配管）

凡　例
　3.5 EM CE 3.5sq-2c（FEP30）
　8 EM CE 8sq-2c　（FEP30）
　8

　HH
既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（1200W×1200D×1500H　有効寸法）

照明器具　LEDｽﾎﾟﾄﾗｲﾄ（詳細は姿図参照）　A-1
既設外灯分電盤

3, ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙには止水対策として水抜き用逆流防止を施工のこと。

注　記
1, 外灯の接地極は各外灯IE3.5sqにてD種接地を施工のこと。
2, 各外灯にはｼﾞｮｲﾝﾄﾕﾆｯﾄ(FMQ-68-15A)MCBを取付こと。

4, FEP管は難燃性を使用のこと。
5, 地中埋設配管の深さ(管上)は下記とする。
　　 車道部：GL-1200以上　歩道・緑地部：GL-600以上
　　 GL-300に埋設標示ｼｰﾄを設置　埋設標示杭8本設置

H1-6 R8KL-60　新設

電気設備　外灯設備　平面図

工
事
名
図
面
名

8

3.5

A-1

資源回収小屋電源

鶴岡市跡地利用範囲

6, 照明器具基礎は建築工事にて施工
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　ＤＹＤＸ２４０９Ｈ

街路灯用　φ７６ポール

鋼管：環境配慮型溶融亜鉛メッキ後ポリエステル樹脂粉体焼付塗装
（ミディアムグレーメタリック）
耐風速６０ｍ／ｓｅｃ仕様（標準灯具の場合）

参考図
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Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

令和 5 年 月 日
縮
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検
図

製
図

工
事
名
図
面
名

特
　
記

付記 図面番号

1級建築士（151570）太　田　泰　司

鶴岡市本町1丁目8-17 TEL0235-24-1515
A1=1:400
A3=1:800

ITV装置架台図（S=1/10）

5
0
0

2
0
0

2
0
0

1
,
1
0
0

1
,
4
0
0

2
,
8
0
0

1
0
0

SGP 80A

レジューサ
125A×80A

FB50×6t

Φ89.1×4.2t

SGP 125A
Φ139.8×4.5t

70

4
0
0

※A ※A

45
°

45
°

300

400

3
0
0

4
0
0

PL 6t

切欠き(Φ130)

4-Φ18 FB50×6t

SGP 125A

カップリング(G28)

カップリング(G28)

L50×50×6t

L50×50×6t

※B

※B

※C ※C

PL 6t

150

110

1
5
0

1
1
0

4-Φ8

架台姿図

P.BOX(WP)
200×200×200×2.3t

1
0
0

※Ｃ－※Ｃ詳細

※Ｂ－※Ｂ詳細

※Ａ－※Ａ詳細

ベースプレート詳細

注　記

20 20

3
0

2
0

L50×50×6t

4-Φ8

PL 6t

SGP 125A

ITV装置　機器図

　2）製作数量　１基

500

460

4
5
0

3
8
0

1
,
0
2
0

5
0
0

9
0
0

　1）架台及びプルボックスは溶融亜鉛メッキドブ漬け仕上げとする。

　アスペクト比

HUB BOX姿図（S=NON）

溶接ボルトM5

アウトサイド平面ハンドル

(キー Ｎ200)

遮光板側面
（ｔ0.8）

50

（アース線接続用）

23.5

200

230

遮光板屋根

（ｔ0.8）

182
（有効深さ）

50

キ　ャ　ビ　ネ　ッ　ト　仕　様

形　式

ボデー

屋外用

鋼板　　　　　　　　ｔ１．６ドア

基　板

クリーム（２．５Ｙ９／１）塗装色

Ｉ　Ｐ

製品質量

鋼板　　　　　　　　ｔ２．３

保護等級　ＩＰ５４(カテゴリー２)

HUB BOX内接続図

２Ｅ

ＳＰＤ／Ｑ

コンセント型ＳＰＤ

８Ｐ Ｌ２_ＳＷ

ＳＰＤ

Ｌ Ｎ Ｅ

1/L1 E2/L2

AC100V
（約75W）

計装分電盤より ITVカメラへ
2sq-3c

1 3 5 7 9

2 4 6 8 10

Ｓ
Ｆ

Ｐ

AC100V 電算室ITV装置サーバーラックより

RJ45

C
AT

 5
e

ITVカメラへ

LC2芯

8P L2_8W

注　記

・実線はメーカー手配、施工

・破線は現地工事業者手配、施工

MM GM 50/125 /LC/LC 2芯

La
pシ

ー
ス

460

400

50
0

5
36

１６．８　ｋｇ

鋼板　　　　　　　　ｔ１．６

　ＩＴＶカメラ仕様

　カメラ仕様

　解像度

　画像素子等

　画角

　パンチルト

　使用環境条件

　ズーム

　画像圧縮方式

　レンズ部

　ネットワーク

　電源

　最大消費電力

　構造

　ＩＰ規格

　重量

　ＰＴＺカメラ（ワイパー付）

　１６：０９

　パン：360°(エンドレス)，0.1°/秒～80°/秒

　1280×720ｐｘ（0.92ＭＰｘ）

　1/2.8インチ　ＥｘｍｏｒＣＭＯＳ

　水平：63.7°(ワイド)～2.3°(望遠)

　チルト：-90°～ +40°,0.1°/秒～40°/秒

　Ｈ．264

　光学ズーム：30X　デジタルズーム：12X

　ｆ/1.6～ｆ4.7，焦点距離4.3mm(ワイド)～129.0mm(望遠)

　RJ-45 コネクタ（100Base-TX用）

　AC100V

　温度：-45℃～60℃　湿度：10%～90%(結露しないこと）

　60VA

　ダイカスト アルミニウム，シートアルミニュム，ステンレス

　IP66

　13.06kg

　ＥＳ６２３０－１５　（ＰＥＬＣＯ）　Fuji Electric Co.,Ltd（参考）

（株）日本電化工業所製作（参考）
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EM-CE 5.5sq-2ｃ（FEP30）資源回収小屋

　

㈱ 新穂建築設計事務所
Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

令和 5 年 月 日
縮
　
 
尺

検
図

製
図

特
　
記

付記 図面番号

1級建築士（151570）太　田　泰　司

鶴岡市本町1丁目8-17 TEL0235-24-1515

歩道

ポ ン プ

2,
50
0

13.800(土間)

φ
35
0

VU400

VU25
0

φ200

歩道

歩道

歩道

ＨＢ1-1

1,850

25
,0
00

6,790

7,000 9,655

7
,
0
0
0

6
,
7
6
0

1
3
,
5
4
5

12,000

3
,
1
4
9

CS
B管

φ
25
0

施設看板

[13.702(土間)]

資源回収 資源回収
倉庫 倉庫

KBM②

KBM①

A1=1:300
A3=1:600

可変側溝300×H400

可変側溝300×H400

可
変

側
溝

Ｂ
3
0
0
×

Ｈ
5
0
0

可
変

側
溝

Ｂ
3
0
0
×

Ｈ
5
0
0

可
変
側
溝
Ｂ
300×

H400

可変側溝Ｂ500×H600

ＨＢ2-1

ＨＢ1-2

ＨＢ1-1

ＨＢ2-2

HH

7
,
3
5
0

工
事
名

図
面
名

HH

鶴岡市跡地利用範囲

ED

　22

　HH

注　記

H1-6 R8KL-60　新設

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ（1200W×1200D×1500H　有効寸法）

　HH

H1-6 R8KL-60　外灯設備施工

凡　例

　F2

　F3

　2F3

　2F3

EM EEF 1.6mm-2c（VE16）

EM EEF 1.6mm-3c（VE16）

EM EEF 2.0mm-3c（VE22）

EM EEF 2.0mm-3c（PF-D22）

露出丸形ﾎﾞｯｸｽ　3方出　VE22

埋込ｽｲｯﾁ　1P15A×1　露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ　2方出　VE16

 2 埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2　露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ　1方出　VE16

S 開閉器BOX ELCB 2P20A 30mA　BED2203K相当品

　5.5 EM CE 5.5sq-2c（FEP30）

1, ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙには止水対策として水抜き用逆流防止を施工のこと。

2, FEP管は難燃性を使用のこと。

　　 車道部：GL-1200以上　歩道・緑地部：GL-600以上

3, 地中埋設配管の深さ(管上)は下記とする。

　　 GL-300に埋設標示ｼｰﾄを設置　埋設標示杭3本設置

4, 地中埋設配管の掘削等は、一部外灯設備と共用する。

2,914

2,
9
14

4,428

F3

2F32F3

SS-V:100×100×75(WP)　2面

SS-V:100×100×75    　2面

F3

F2 F2

B B B

S

F3

2F3
2F3

F3

SS-V:150×150×100    　1面

SS-V:150×150×100(WP)　1面

F3

F3

以降外構配線図参照

ELCBMCCB (  )P  AF/AT(V)番号結線方法電気方式
負荷名称

電圧回路主開閉器盤名称 分岐開閉器

仮設分電盤
AC 1φ 3W

100/200V

E:5.5sq
２

１

100

100/200

○

○

100 ○３

仮設電源

2P  50/20

2P  50/20

3P  50/30
MCCB 3P 50/50AT

予　備

資源回収小屋 0.70

4.00

負荷容量（kVA)

合計   4.70

資源回収小屋平面図  S=1:50

備考

幹線ｻｲｽﾞ

定格電流主幹

負荷容量（kVA)

電  圧
方式

相  線
電気

常用回路種  別

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ形状

分電盤名称 仮設分電盤

露出・屋外型　SUS製

1φ3W

100/200V

ｽﾀﾝﾄﾞ付：600mm程度、2本ｽﾀﾝﾄﾞ

商用： 4.70kVA

50AF/50A

５００

２
５

４
１

５

２００

２１５

２３

仮設分電盤姿図（参考）S＝NON

中蓋、配線ﾀﾞｸﾄ不要

６
０

０

5, 埋設に関する詳細は外灯設備参照

仮設分電盤　新設

Ｂ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

　直付ＸＬＸ４３０ＫＥＮＰＬＥ９　相当品

直付型４０形　反射笠付型

仮設分電盤

ED

以降別図参照 以降別図参照

ITV装置
新設

5.538

外
灯

設
備

掘
削

部
共

用

EM-CET 38sq（FEP50）仮設分電盤

MM GM 50/125 LC/LC 2芯（既設FEP）

MM GM 50/125 LC/LC 2芯（既設FEP）

EM-CET 38sq（上記と共用）

※A
EM-CE 5.5sq-2c（既設FEP）

※A

※A

※B
EM-CE 5.5sq-2c（既設FEP）

電気設備　仮設電源・資源回収小屋・ＩＴＶ設備　平面図

　38 EM CET 38sq　 （FEP50）

EM CET 22sq　 （既設配管）

38sq　ｹｰﾌﾞﾙ引込み：下部

EM-CET 38sq

※C

EM-CE 5.5sq-2c（FEP30）

MM GM 50/125 LC/LC 2芯（FEP30）

※C

MM GM 50/125 LC/LC 2芯（既設FEP）

EM-CE 5.5sq-2c（既設FEP）

EM-CET 38sq（既設FEP）

6, 仮設分電盤基礎は建築工事にて施工
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㈱ 新穂建築設計事務所
Ｓｈｉｍｂｏ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ＆Ｃｏｎｓｕｌｔａｎｔｅ，Ｉｎｃ．

令和 5 年 月 日
縮
　
 尺

検
図

製
図

工
事
名
図
面
名

特
　
記

付記 図面番号

1級建築士（151570）太　田　泰　司

鶴岡市本町1丁目8-17 TEL0235-24-1515
A1=1:400
A3=1:800

外構サイン計画図（複合施設）本工事

60005500 7000 700070005500 8250

78000

82506000 450070006000

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

処理棟３階　(GL+11000)

4
2
50

4
2
50

67
5
0

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

60005500 7000 700070005500 8250

78000

82506000 450070006000

処理棟２階　(GL+6000)

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

6
7
5
0

4
25
0

4
25
0

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

6000 7000 60005500 7000 700070005500 8250

78000

825045006000

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

処理棟１階　(GL+200)

4
2
5
0

4
2
5
0

6
7
50

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

ＥＶ

ＣＲ：Ｗ＝４００

ＣＲ：Ｗ＝４００

廊下1

資材倉庫
工作室／

蒸気タービン発電機室

ＥＶ
ホール

前室1

ごみピット

燃料貯留
タンク

燃料移送
ポンプ室

風除室

直接搬入車
荷下ろしスペース

プラットホーム
監視室

ダンピング
ボックスS.S

受水槽室
生活用水

事業者用玄関

前室2

EPS

S.S

S.S

S.S

S.S

DN

ＥＶ

AS

階段D

プラットホーム

入口スペース

階段A

ユニット室
ガスメーター

安置室 前室3 貯蔵庫
油

ホール
ＥＶ

UP

E

非常用
発電機室

蒸気タービン

天井走行クレーン

発電機室
低圧電気室

前室5
更衣室（男）

温水器置場

浴室（男）

更衣室（女）

事務室

会議室2

便所（女）2

便所（男）2

洗濯・乾燥室

高圧電気室（２）

廊下2

ＥＶ

階段E
階段D

蒸気管 脱衣室（男）

炉室

廊下2

湯沸かし室

シャワー室（女）

脱衣室（女）

余熱利用設備
前室7

スペース

操作スペース中央制御室

ごみクレーン

ホール

見学者通路

自動窓ガラス

便所3

見学者

清掃装置スペース

ホール

前室8

GL+10400

見学者

倉庫4

ホール

ラウンジ

コーナー

研修室

展示・学習

物品庫

休憩室

倉庫3

倉庫2
チャンバー室２ ＥＶ

AS

廊下

階段E

準備室

兼前室

Ｃ
Ｒ

：
Ｗ

＝
４

０
０

Ｃ
Ｒ

：
Ｗ

＝
４

０
０

ＣＲ：Ｗ＝４００

ＣＲ：Ｗ＝４００

ＣＲ：Ｗ＝８００

ＣＲ：Ｗ＝８００

Ｃ
Ｒ

：
Ｗ

＝
８

０
０

接地母線

Ｅ Ｄ 　      38°

Ｅ Ｄ（ＥＬＢ） 　38°

上部排煙トップライト 上部排煙トップライト

ごみピット

上部吹抜

高圧電気室（１）

予備品
収納庫

業者
控室

電算機室

以降別図参照 以降別図参照

計装分電盤

ITVサーバー

計装分電盤改修

2）電源用SPDを上記回路に増設する。

1）MCCB429 30/15AT回路に接続。

3）SPD電源側はEM-MLFC 5.5sq、接地側はEM-IE5.5sqにて配線のこと。

ITVサーバー
光ｹｰﾌﾞﾙはｺﾈｸﾀｰ処理を試運転調整時接続

EM-CE 5.5sq-2c（ITV HUB BOX）
EM-CET 38sq（仮設分電盤）MM GM 50/125 LC/LC 2芯（ITV HUB BOX））

回路番号 発　点 着　点 ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ 備　　考配管ｻｲｽﾞ

－

－

配線表

ITVｻｰﾊﾞｰ

分電盤

新設HUB BOX

新設HUB BOX 　EM-CE 5.5sq-3c

　MM GM 50/125 LC/LC

回路番号 発　点 着　点 ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ 備　　考配管ｻｲｽﾞ

配線表

建築保安

電灯盤 －

新設

仮設分電盤 　EM-CET 38sq

計装区画貫通処理改修

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W:800　床　1箇所

区画貫通処理改修

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W: 400　床　1箇所
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W: 800　壁　1箇所

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W:1000　壁　1箇所

区画貫通処理改修

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W:400　床　1箇所

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W:400　壁　1箇所

建築保安電灯盤

EM-CE 5.5sq-2c（ITV HUB BOX）

※ ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸからEPS内床までは、金属電線管(E25×2)で保護のこと。

建築保安電灯盤改修

1）予備ｽﾍﾟｰｽにMCCB 3P 50/50AT1台新設し仮設電源盤を接続ずる。

※ 配線経路を充分に確認のこと。
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Ｃ Hitachi Zosen Corporation

本図書の全部または一部の無断複写複製を禁じます。

注記 Ｒev. 図　面　来　歴

環境事業本部 土木建築設計部

承認 照査 作成 関係先
整理番号

図面番号

作　図

配布先

控

計

鶴岡市 様

一級建築士　登録　第２３８４００号

中　野　裕　二

年　月　日

縮　尺　A1:　　　　A3:

000117404043

鶴岡市ごみ焼却施設整備・運営事業　建設工事

H29年01月31日

凡　例

防火区画免除部分
（作業工程上区分不可）

防火面積区画（≦1500㎡）

居室

消防法上の専用不燃区画

H29年01月31日

断面図1

申A-027

1/200 1/400

Ｉ

Ａ

１２０

K1 K２

KA

KC

あ あ

（法チェック図）

6,000 6,000 7,000 4,500 5,500 5,500 6,000 8,250 8,250 7,000 7,000 7,000
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